
Ⅰ 支部長挨拶

Ⅱ 本会関係

1.日税連公開研究討論会について（調査研究）

２.税理士の業務の実態等質問表兼回答票について（綱紀監察）

３.本会報告（公益業務支援）

４.第六世代税理士用電子証明書について（デジタル・システム）

５.支部長会報告（支部長）

６.その他

Ⅲ 支部関係

１.１１月の支部研修会について（研修）

２.令和７年分確定申告期無料税務相談について（税務支援）

３.書面添付制度協議会、意見交換会について（業務対策）

４.「税を考える週間」について（広報）

５.親睦行事について(親睦厚生)

６.その他

※ 次回定例会開催日　令和７年１２月１１日（木）　

　　　　　　（場所　まなび創造館あさひホール）

　　東海税理士会小牧支部　　令和７年１１月定例税理士会

     日　　時　　　令和７年１１月７日（金） 午前１０時３０分より

     場　　所　　 　まなび創造館あさひホール



第 51 回 日税連公開研究討論会 報告 
東海税理士会小牧支部 

調査研究委員長 今井克利 
日時 令和 7 年 10 月 10 日金曜日 10 時より 17 時 
場所 パシフィコ横浜ノース 
内容 研究発表 
 
第一部 「デジタル化社会における税理士の役割と納税者の権利利益の保護」（東京地方税
理士会） 
 デジタルインボイスの発展により事業主の確定申告内容の正誤を AI により判断する場合
において、その判断内容が真に正しいものであるのか、判断がブラックボックス化しないの
か。そのようなことがないようにするためには、税務行政のデジタル化は、納税者の安心を
担保しつつ、デジタルを使いたくなるような仕組みを構築することが必要である。 
 そうした社会が目前と迫る今、税理士は、納税者のデジタル化に寄り添い、公正な立場で
納税者の権利を守る存在であることが求められる。 
 また、納税者の権利を支える制度的な裏付けとして、納税者権利憲章を制定することを提
言する。 
 
 

第二部 「多様性と税」（千葉県税理士会） 
(1) 働き方の多様性 (2) 地域の多様性 (3) 家族の多様性の三点から考察する。 
(1) 個人タクシーとアマゾン配達員、ウーバーイーツの配達員の三者を比較すると、個人
タクシーは事業者と消費者の口頭契約によって事業が行われる。アマゾン配達員はアマゾ
ンというプラットフォーマー(PF)との契約によって事業が行われる。ウーバーイーツの配
達員は、事業者と PF と消費者の三者によって契約がなされる。ウーバーイーツの配達員は、
PF との委託契約でなく、アプリの使用契約であり、報酬の交渉などできない。このような
中、労働法の改正議論があり、労働組合や労災認定などが認められるようになってきた。税
制においても、給与所得の要件の変更（例えば PF への依存度を要件とするなど）などによ
り対応が必要である。 
(3) ①法律婚ができないカップル ②配偶者控除・扶養控除など収入の壁（働き方の多様
性） ③簡素でなく複雑な所得控除 ④外国居住親族の扶養証明 などを解決するために、
人的控除を廃止し、給付金等の他の手段で最低限の生活保障を補う制度の導入を提言する。 
 



第三部 「成熟国家における公平な税制とは」（関東信越税理士会） 
 哲学者ジョン・ロールズと経済学者ミルトン・フリードマンの主張を確認し、多様な価値
眼が求められる現代において、公正な税制の最適解は存在しない。さまざまな理念や思想を
理解し、個別具体的な議論を重ねる必要がある。 
 富裕層の課税強化のため、累進課税（所得税率の引き上げ）と富裕税の導入、所得控除の
見直しが検討される。 

富裕税の導入は、調書制度の充実で情報収集能力は飛躍的に高まっているが、簡素な制度
設計を目指して長期的な議論が必要である。 

所得税率の引き上げは、世界的な水準を考えると、累進税率の引き上げは難しい。そのた
め、金融所得に対する税率を引き上げるべきである。 

所得控除については、ふるさと納税は富裕層に大きな恩恵を与える仕組みであるため、見
直しが必要である。 

消費税は、益税・損税が発生する制度、すなわち簡易課税制度・非課税取引制度・免税事
業者制度をなくすべきであり、消費者への還付制度により逆進性の解決への対策が必要で
ある。 
 
 

公開研究討論会の動画が研修受講システムで配信されます。 
「本会ホームページ」−「研修受講管理システム」−「マルチメディア研修（日税連）」 
研修会検索の研修会タイトルの窓に「公開研究討論会」と入力し、検索をすると「第 51 回
日税連公開研究討論会」を視聴することができます。 
 配信は、2025 年 10 月 10 日(金)〜2025 年 11 月 15 日(土)の予定です。 






